
第
三
四
〇
回
（
五
一
五
回
） 

<

読
書
会>

例
会
資
料 

 
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
』
片
山
敏
彦
訳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
〇
一
六
年
七
月
二
十
三
日
（
土
）
午
後
二
時
―
四
時 

作
成 

清
原
章
夫 

 

今
月
の
音
楽 

 

一
．
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
（
独
・
一
七
七
〇
～
一
八
二
七
年
） 

 

ゲ
ー
テ
の
悲
劇
『
エ
グ
モ
ン
ト
』
へ
の
音
楽 

作
品
八
十
四 

よ
り 

 

「
序
曲
」 

第
八
曲
「
メ
ロ
ド
ラ
マ
」 

第
九
曲
「
戦
い
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」 

 

(

一)

演
奏 

ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
カ
ラ
ヤ
ン
：
指
揮 

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団 

エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
シ
ェ
ロ
ウ
：
語
り
手 

録
音
：
一
九
六
九
年
一
月 

(

二)

曲
目
解
説 

一
八
〇
九
年
五
月
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
は
再
度
フ
ラ
ン
ス
軍
に
占
領
さ
れ
た
。
ホ
ー
フ
ブ
ル
ク
お
よ
び

ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
両
劇
場
は
数
週
間
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
七
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
劇
団
に
よ
り

再
開
さ
れ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
好
み
の
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
と
宮
廷
バ
レ
エ
だ
け
に
使
わ
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
。 

 
 

こ
う
し
た
時
期
に
、
ウ
ィ
ー
ン
宮
廷
劇
場
の
支
配
人
で
あ
る
ヨ
ゼ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ル
ク
セ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・

ハ
ル
ト
ル
は
劇
場
救
済
基
金
の
た
め
の
慈
善
興
業
を
計
画
し
た
の
で
あ
る
。
ハ
ル
ト
ル
は
ゲ
ー
テ
の
『
エ
グ
モ

ン
ト
』
と
シ
ラ
ー
の
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
テ
ル
』
に
音
楽
を
付
け
る
こ
と
を
思
い
立
っ
た
。
そ
し
て
、『
エ
グ
モ

ン
ト
』
の
作
曲
を
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
依
頼
し
た
。
ち
な
み
に
、『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
テ
ル
』
は
ボ
ヘ
ミ
ア
出
身

の
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
・
ギ
ュ
ロ
ヴ
ェ
ッ
ツ
（
一
七
六
三
～
一
八
五
〇
年
）
に
依
頼
し
た
。 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
テ
ル
」
に
曲
を
つ
け
た
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
敬
愛
す
る
ゲ
ー

テ
の
作
品
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
否
応
な
し
に
引
き
受
け
た
。 

ゲ
ー
テ
の
悲
劇
『
エ
グ
モ
ン
ト
』
は
史
実
に
基
づ
い
た
物
語
で
あ
り
、
実
在
の
人
物
、
ラ
モ
ラ
ル
・
エ
グ
モ

ン
ト
（
一
五
二
二
～
一
五
六
八
年
）
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
。 

舞
台
は
ス
ペ
イ
ン
の
圧
政
下
で
苦
し
む
十
六
世
紀
半
ば
の
オ
ラ
ン
ダ
。
フ
ラ
ン
ド
ル
の
領
主
エ
グ
モ
ン
ト

伯
爵
は
祖
国
の
独
立
の
た
め
に
立
ち
上
が
る
。
し
か
し
、
逆
に
体
制
側
に
捕
ら
え
ら
れ
、
反
逆
罪
で
死
刑
を
宣

告
さ
れ
て
し
ま
う
。
伯
爵
を
愛
す
る
フ
ィ
ア
ン
セ
の
ク
レ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
は
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
て
伯
爵
を

救
出
し
よ
う
と
す
る
が
、
万
策
つ
き
て
望
み
も
絶
た
れ
、
失
意
の
う
ち
に
服
毒
自
殺
を
し
て
し
ま
う
。 

 
 

 

死
刑
執
行
の
時
が
き
て
断
頭
台
に
連
行
さ
れ
る
エ
グ
モ
ン
ト
の
眼
前
に
突
然
ク
レ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の
幻
影
が

出
現
し
て
、
伯
爵
の
勇
気
と
正
義
を
ほ
め
た
た
え
、
そ
の
行
動
を
祝
福
す
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
曲
し
た

音
楽
は
序
曲
を
含
め
て
十
曲
で
あ
る
。 

 
 
 

「
序
曲
」 

雄
大
で
は
あ
る
が
、
悲
劇
を
暗
示
す
る
悲
壮
感
に
満
ち
た
序
奏
部
に
始
ま
り
、
死
を
も
っ
て
達

成
さ
れ
る
英
雄
の
勝
利
を
示
し
て
序
曲
は
閉
じ
ら
れ
る
。 

 
 
 

第
八
曲
「
メ
ロ
ド
ラ
マ
」 

エ
グ
モ
ン
ト
伯
爵
の
独
白
に
よ
る
前
半
と
、
彼
の
信
念
の
固
さ
を
示
す
後
半
の

器
楽
の
演
奏
か
ら
成
る
。 

 
 
 

第
九
曲
「
戦
い
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」 

悲
劇
の
主
人
公
エ
グ
モ
ン
ト
と
ク
レ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の
魂
の
救
済
と
英

雄
精
神
の
勝
利
を
示
し
て
い
る
。 

 

二
．
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン 

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
十
四
番
「
幻
想
曲
風
ソ
ナ
タ
」
作
品
二
七
―
二
嬰
ハ
短
調
『
月
光
』 

第
一
楽
章 

(

一)

演
奏 

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ケ
ン
プ
：
ピ
ア
ノ 

録
音
：
一
九
六
五
年
一
月 



(
二)

曲
目
解
説 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
一
八
〇
一
年
、
三
十
一
才
の
と
き
に
作
曲
し
た
。
『
月
光
ソ
ナ
タ
』
と
い
う 

愛
称
は
ド
イ
ツ
の
音
楽
評
論
家
、
詩
人
で
あ
る
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
レ
ル
シ
ュ
タ
ー
プ
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

死
後
五
年
が
経
過
し
た
一
八
三
二
年
に
、
こ
の
曲
の
第
一
楽
章
を
「
ス
イ
ス
の
ル
ツ
ェ
ル
ン
湖
の
月
光
の
波
に 

揺
ら
ぐ
小
舟
の
よ
う
」
と
表
現
し
た
。
以
後
、『
月
光
ソ
ナ
タ
』
と
い
う
名
称
が
ド
イ
ツ
語
や
英
語
に
よ
る
出
版 

物
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
十
九
世
紀
末
に
は
、
こ
の
名
称
が
世
界
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ロ
ラ
ン
は
、『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
』
で
こ
の
曲
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

『
一
八
〇
一
年
に
彼
の
情
熱
の
対
象
は
ジ
ウ
リ
エ
ッ
タ
・
ギ
ッ
チ
ア
ル
デ
ィ
ー
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
彼
は
、
い 

わ
ゆ
る
「
月
光
曲
」
と
呼
ば
れ
る
作
品
二
十
七
番
の
有
名
な
ソ
ナ
ー
タ
（
一
八
〇
二
年
）
を
こ
の
人
に
捧
げ
る 

こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
女
性
を
不
滅
化
し
た
。
』（『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
』
片
山
敏
彦
訳 

岩
波
文
庫
三
十 

一
頁
） 

 
 

三
．
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン 

『
十
二
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
歌
曲
集
』WoO.156

 

十
一
曲
「
過
ぎ
去
り
し
懐
か
し
き
日
々
」 

(

一)

演
奏 

パ
ト
リ
ッ
カ
・
ク
ラ
ー
ク
：
ソ
プ
ラ
ノ 

エ
ド
ガ
ー
・
フ
リ
ー
ト
：
テ
ノ
ー
ル 

ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ブ
ル
： 

バ
リ
ト
ン 

ペ
ー
タ
ー
・
ペ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ー
：
ピ
ア
ノ 

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ペ
リ
ー
：
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

フ
ェ
リ 

ッ
ク
ス
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
：
チ
ェ
ロ 

 
 

(

二)

曲
目
解
説 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
一
七
九
曲
も
の
民
謡
編
曲
を
残
し
た
。
大
部
分
は
イ
ギ
リ
ス
民
謡
の
編
曲
で 

あ
る
。
こ
の
曲
は
、
明
治
十
四
年
、
日
本
に
卒
業
式
歌
「
蛍
の
光
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
酒
を
く
み
か 

わ
し
て
友
と
の
再
会
を
喜
ぶ
歌
な
の
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
編
曲
も
快
活
で
あ
る
。 

                        



   


